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日本国内におけるカラス・カモメ類の貝落とし行動の分布
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はじめに

鳥類が殻に包まれた食物を空から地面に落として，その殻を測りI'1身を食べる行動は，「餌

落とし行動(prey-droppingbehavior)」と呼ばれ，Oldham(1930)がハシボソガラスＣＯﾉzﾉ"S

c０７℃72ｅ，カモメＬαﾉ7KｓｃαﾉＩＷＳ，セグロカモメＬ・a7gc刀姉/ｓについて報告したのが，最初

の記録となっている．それ以後,この行動については,カラス科Corvidae,カモメ科Laridae

を中心に多数の報告があり，世界における餌落とし行動の報告については,Cristol＆Switze1・

（1999）にまとめられている．１１本においても，カラスによるクルミ落とし行動（樋口・森

下2000，唐沢1988，仁平1995，鈴木1983）や，カラスまたはカモメによる貝落とし行動

（福田1993，岩木1985、IiWKl988，向山1998,柴出2000)が報告されているが，こうし

た行動が全国的にどの範I1Ilまで広がっているのか，また貝落としをする種や貝の種類の違い

などについてまとめた報告はまだない．

餌落とし行動における般適な投下高度は，食物の種類やサイズ，落とす地面の硬さにより

変化するので（Zachl979,Switzer＆Cristoll999)，状況によって鳥類が選択する投下高度

は異なると考えられる．実際，カナダのヒメコバシガラスＣＯﾉﾏ'"Ｓｃα"”""ｓは貝を岩の上に

落として採食する際に,巻只は約６ｍの商さ(Zachl978)から,割れやすい二枚貝は0.25～３ｍ

の高さ（Richardson＆Verbeekl986）から落としていた．また，オーストラリアのカモメ

は二枚貝を湿った砂質の干潟のｋに，約25ｍ（Norrise/αＫ２()00）の商さから落として採食

していた．さらに，典落とし行動の習得には，適した食物の認撒や選択、然とす場所や高さ

の選択など，高度な学習が必要だと考えられる．したがって，十分な学科の機会が与えられ

ていなければ，ある個体が貝落とし行動に適した食物に遭遇したとしても，この行動が発現

しないか，不完全に終わることが考えられる．餌落とし行動の分布状況を明らかにしておく

ことは，この行動の地域差訴伝播，学習などの研究のための愈要な交料となる．

カラス類やカモメ類の餌落とし行動の対象となる食物は大きく分けて，植物質のクルミと

動物質の貝に分けることができる．クルミは河畔林の術成種であり，九州から北海道まで広

く分布しているが，餌落とし行動が観察されている種はオニグルミ．/>(grﾉﾋz"ｓα”ﾉ坊加伽と

カシグルミ．ﾉ:ﾉ電敢０ﾉC"焔だけである．一方，貝類は，二枚典や巻興を含み，多数の種が
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採食対象となっている．また，貝落とし行動の分布は海岸線に集中していると考えられ，分

布傾向を把握しやすいと思われた．そこで筆者らは貝落とし行動に絞って，その分布を明ら

かにしようと試みた．少ない観察報告を補うために，筆者らは漁港等で聞き込み調査を行な

うと共に，メーリングリストや雑誌等を通じてアンケート調査を行なった．本稿では，その

結果について報告する．

調査方法

調査は聞き込みとアンケートの２つの方法で行なった．聞き込み調査は太平洋沿岸に沿っ

て，北海道１１地点（根室市春国岱，厚岸町若竹，白糠町白糠漁港，広尾町-|･勝港，広尾町宵

調津，浦河町浦河港，門別町門別漁港，登別市登別漁港，豊浦町豊浦漁港，八雲町八雲漁港，

南茅部町尾札部)，青森県４地点（大間町大間港，むつ市大湊港，六ヶ所村尾駁浜漁港，八

戸市鮫漁港)，岩手県５地点（久慈市久慈港，野田村下安家漁港，宮古市宮古港，大鎚町大

鎚港，陸前高田市長部漁港)，宮城県２地点(志津川町志津川港，石巻市石巻漁港)，福島県

４地点(相馬市相馬港，鹿島町真野川河口，いわき市四倉漁港，いわき市勿来漁港)，茨城県

２地点（ひたちなか市那珂湊港，波崎町波崎新漁港)，千葉県４地点（飯岡町飯岡漁港，大

原町大原漁港，天津小湊町実入，富津市富津漁港）の合計32地点において，漁港，漁業協同

組合，水産加工所およびネイチャーセンターで行なった．基本的に，ｌ地点，２名以上に質

問するように努めた．アンケートはa-bird(青森の野鳥ＭＬ)，ｃｒｏｗ－ＭＬ(カラスＭＬ)，ｏｂｓｇ

－ＭＬ(大阪鳥類研究グループＭＬ)，ｏｍｎｈ－ＭＬ(大阪市立自然史博物館ＭＬ)，ＪＥＣＯＮＥＴ(生

態学ＭＬ）の各メーリングリストおよび，「野鳥」2001年４月号，「Birder」2001年５月号の

各誌に褐戦し，各地からの情報を集めた．

結果

聞き込み調査の結果，貝落とし行動が確認された地点は県別に，北海道１０地点，青森県２

地点，岩手県１地点，宮城県ｌ地点，千葉県３地点の合計17地点であった(表１）．北海

道では広く貝落とし行動が観察されたが，青森県に入ると観察されない地点が現れ，福島県

と茨城県では観察された地点がなかった（図ｌ）．しかし，千葉県では，北海道で広く採食

されていたツブ類とは種類が異なるが,ヤドカリ類やツメタガイｊＶ'zﾉe"/αｄめり"αなどが比

較的高い頻度で観察されていた．また，貝落とし行動が観察されなかった北海道の豊浦漁港，

岩手県の久慈港，下安家漁港，宮古港，宮城県の志津川港でもクルミ落とし行動は観察され

ていた．アンケートの回答が得られた地点と文献に記録されていた地点を合計すると，県別

に北海道10地点，青森県５地点，秋田県１地点，宮城県１地点，新潟県１地点，東京都

ｌ地点，神奈川県ｌ地点，愛知県ｌ地点，和歌山県ｌ地点，広脇県ｌ地点，香川県１地

点，福岡県２地点，熊本県１地点，鹿児島県ｌ地点，沖縄県ｌ地点の合計29地点であっ
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表１．聞込み調査区域において，貝落とし行動が観察された地点．番号は図1の数字に対応する．

Table１．Ｔｈｅsitesfromwhichshell-droppingbehaviorwasreportedbyinterviews・Thecodenumbercorrespondswiththoseinfigurel．

食物の出所投下した地獅投下砺度嚇餅
SourEeofpreVDroppinR-siteHeiRht(、）Yea応

食物Ｐ正ysPeciesNo.県PrefEduIで 地名Ｓｉｔｅ

。
］

１.北海道Hokkaido根室市存国岱ハシポソガラスＣｏｍ妬“m"e，アサリ”Cs沖o11jm，ホッキガイＳ"た"ｍ”dmImE"sｉｓ漁業Fishery道路,干潟５－１０
ハシプトガラスｃｍａｃｒＯ"w"ch0s Road,TideIand

ノ叩o"師sjs,オオセグロカモメ
“r妬Ｓｃﾉ『おfjsn8l4s

２.北海道Hokkaido厚岸町若竹ハシボソガラスＣｍｍ"２アヤボラＦ脚s"riIoFl0rfgo"”sjs，エゾバイBld“i"I"〃漁業,岸壁道路,岸壁0.25-12２０
SPP.,エゾポラＮ印加"ｍｓｐＰ.,チヂミポラＮ側“"a Fishery,WharfRoad,Wharf

AeysgmIjz，ヤドカリ

３.北海道Hokkaido白蝕町水産加工所カラスＣor”ＳＳＰ・ エゾバイＢ嗣刷｡ど"do術漁業Fishery道路,トタン屋根５－１０
Road,Ｒｏｏｆ

４.北海道Hokkaido広尾町十勝港カラスＣＯ､"ＳＳＰ．エゾバイ８."'"｡‘"do派漁業Fishery岸壁,トタン雌根１０１０
Wharf,Ｒｏｏｆ

５.北海道Hokkaido広尾町音調津ハシボソガラスＣｍｒｏ'肥 アヤボラＦ・orggo"ど"sjs，チヂミポラＮ､h2ysfzma 岩砿Shore 道路,岸壁３－５３０

ムラサキイガイMy1jIjsfdld"s，ウニ Road,Wharf

６.北海道Hokkaido浦河町浦河港カラスＣＯ”ＮＳｓｐ．ツブ☆漁業Fishe ry岸壁Wharf４０

７.北海道Hokkaido門別町門別漁港カラスＣＯ”脚ＳＳＰ・ アヤボラＦ､0噸”msis，チヂミボラＮ､heysm” 漁業,岸壁道路ＲｏａｄｌＯ５

Fishery,Wharf

８.北海道Hokkaido綴別市懸別漁港カラスＣｂｍ脚ＳＳＰ･ ツブ合 漁業Fishery岸壁ＷｈａｒｆｌＯ－ｌ５１０

９.北海道Hokkaido八霊町八雲漁港カラスＣｏｍＩ４ｓｓＰ、 ツプ｡ 漁業Fishery岸壁Wharf5

10.北海道Hokkaido南茅部町尼札部カラスＣｂｒ”ＳＳＰ・ 貝不明 器礁shore 道路Ｒｏａｄ

１１.背森県Ａｏｍｏｒｉむつ市大湊港カラスＣｂｍ側ＳＳＰ．ムラサキイガイＭ・副I4IjS，ホタテガイＰａｆｍ叩“Ｉｆ'１漁業Fishery道路Ｒｏａｄ５－６
ｙ露s“"ＳＩＳ

12.両森県Ａｏｍｏｒｉ八戸市鮫漁港カラスＣｂ”脚ＳＳＰ，ツブ・ 漁業FishGry道路,岸壁１０
カモメ血、ＳＳＰ， Road,Wharf

l3・岩手県Iwate 大鎚町大鎚港カラスCOF”ＳＳＰ．ツブウ 漁業,埼 礁 岸 壁 , 瑞 場 １ ０

Fishery,ShoreWharLRock

l4・宮城県Miyagi石巻市石巻漁港カラスＣｏｍＪｲＳＳＰ・ 貝不明 忠礁shore 道路Ｒｏａｄ３０

１５.千葉県Chiba大陳町塩IH川河口カラスＣＯ”“ｓＰ・ 貝不明 道路Ｒｏａｄ８３－４

１６.千葉県Chiba天津小湊町突入カラスＣＯ両'脚ＳＳＰ ヤドカリ（サザエ）漁菜Fishery道路,岸壁２－３
Road,Wharf

l7､千葉県Chiba篇津市浦沖漁港カラスCorz'脚ｓｓｐ.， ツメタガイMPUfr伽加y” 漁業FishGry道路Ｒｏａｄ５－１０≧５
カモメ“、ＳＳＰ．

アヤボラF'４s"r"0"ｏｒ昭0F肥"sjs，エゾバイＢ皿加幽加SPP.,エゾポラＮ叩加"“SPP.などを含めた巻貝の総称．

禽ThegenericIapanesenameforthewhelkincludingF財s"r"‘'"0r‘WWo”lsjs,Ｂ２ｲ“”SPP.,Ｎ叩'畑"mspp.,ａｎｄＭｲ“伽ﾉ1EysmFm
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聞き込み調査による貝落とし行動の分布図．数字は，表ｌの地点番号に対応する．

Thedistributionmapoftheshell-droppingbehavioraccordingtointＦｉｇ．１．Thedistributionmapoftheshell-ｄｒｏｐｐｉｎｇｂｅｈａｖｉｏｒａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｉｎｔｅｒｖｉｅｗｓ・

NumberscorrespondtothenumberofｔｈｅｓｉｔｅｉｎＴａｂｌｅｌ．

た（表２，図２）．

種名の同定された烏は，カラス科ではハシボソガラス，ハシブトガラスＣ､ｼ"αc”ﾉり'"ｃｈ０ｓ

〃0"e"sis，オサハシブトガラスＣ､".０”，ミヤマガラスＣ,〃哩姥"s，カモメ科ではオ

オセグロカモメＬ・Sc雌雄“fs，セグロカモメ，ウミネコＬ、”ss"ｓｊ病であった（表１，

２）．その中で，ハシボソガラスが観察された地点が24地点と最も多く，ハシブトガラス３地

点，ミヤマガラスとオサハシブトガラスがそれぞれ１地点，オオセグロカモメとウミネコが

それぞれ２地点，セグロカモメがｌ地点であった．種までは同定できなかったが属が分かっ

た地点を含めると，全46地点中45地点でカラス科が観察されたのに対し，カモメ科が観察さ

れたのは７地点であった．

観察された食物は，巻貝ではアヤボラF1zJs"が/0”０?置gひれe"szs，エゾバイＢ"ccj"""Zspp.，

エゾボラjV2P如邦ezzspp.,オオタニシＣ伽昭”α/"戒"α〃0"たα,タニシ類,チヂミボラＭ"cﾉﾙｚ

"のIsgα”α，ツメタガイ，マルタニシＣ伽"g”αﾉ"戒"αＣＡ加e"Sｉｓ”α"”舷，二枚貝ではアサ



根顎市〃岡町廃棄物処理場

根室市蒲石岬

浜中町不燃物処理期

2.北海iiiHokkaido

3･北海道Hokkaido

4・北海道HokkaidO

食物の出所投下し た地面投下高度(、）観察年出展
食物PreysPeqes

●

鳥穂BirdsPecies地名ＳｉｔｅＮｏ．県Ｐ『EfEftuIで
Ｈeight YｅａｒSOur“ＣＩＰ歴ｙ DmPPing-site

1997.2001

唐沢(1988）道路ＲｏａｄカラスｃｂｍＩｨＳＳＰ・ ホタテガイ肋Ｉ伽叩“f銅y毎SUE"sj5，ウニ漁菜,干潟
ホッキガイSpjs"ｍ麺c加伽『刀sjs,クリガニFishery,Tidcland

ハシボソガラスＣ・ｍｍＦＩｅ アヤポラFI4sjlrjIm0rew”ｍ５ｊｓ処分糊
Dumping､8round

ハシポソガラスＣ、池雁 エゾパイＢｌｊ"j"出mmjddmdo術処分期
Dumping-ground

ハシボソガラスＣｍｍ噸，ツプ･
ハシブトガラス

ｃ１ｍｃｍ'hy"cj1osjmPOne"sjs

ハシボソガラスＣｍｍ〃どマルタニシＣｊ”D1gU”I皿”dmT師sjS”Ⅱ“畑氷結した湖Ｌａｋｅ

カラスα”側ＳＳＰ， 二枚貝（カキ大） 漁粟Fish⑭ｒｙ

ハシボソガラスｃｍｍ舵エゾバイ８.”“､do術 漁案Fishery

ハシボソガラスｃｍｒｏ"ＥエゾバイＢ､、j雌禰｡b恢 浬案Fishery

ハシポソガラスＣｍｍｎＥ アヤポラＦ､０噸”rⅦsis，エゾパイＢ、池粟Fishery
m制drndp〃

ハシポソガラスＣ・”、砿 チヂミポラＮ・hfy5mm 岩融Sho唾

ハシボソガラスＣｍｒｏ"E， 巻貝 漁業Fishc『ｙ
ハシブトガラスｃ、､ﾉ叩p"ｍｓｉｓ
カモメ“mssP、

ハシポソガラスＣ・mro砿 ムラサキイガイＭｙ川jsf伽Iお 岸醗Wharf

ミヤマガラスｃβ'４gjkwlｨｓ タニシ,二枚貝 水HIPaddy

ハシポソガラスＣの、砿 ムラサキイガイＭｙ"ljsfdMIjs砂浜,岸醗
sand,Whar（

ハシボソガラスｃｍｍｎＥ， ムラサキイガイＭｙ川js”MIjs 砂浜,彫吸

ウミネコＬ,f唾Ｓｉｍsけjs Sand,Wharf

ハシポソガラスｃ”ｍｒコタマガイｃｐ”ｈｊ咽ｍ２Ｉａｍ電1ｓ

ハシボソガラスＣｍｍ脈 ホタテガイＰ,yrssUw8sls 漁藁Fishc『ｙ

ハシボソガラスＣｍｍ砿 オオタニシｃ〃”"j“ 川隙Ｒｉｖｃ厩idE

ハシボソガラスＣｍｍ脈 二枚貝？

ウミネコLr7pssjmsjrjs，

セグロカモメＬａｒｇ師ｆｑｊｕｓ

ハシポソガラスＣｍｍ"ど 巻貝（2.3ｃｍ） 砂浜ｓａｎｄ

カラス＠ｍ脚ＳＳＰ， アサリ？（2.2.5に、）

カラスｃＯｍＩ４ｓｓＰ・ セトⅢ 干潟Tidcland

ハシボソガラスＣｍｍ旅 カラスガイcrjsI〃ねPIjmm

カラスｃ０両，ＨｓｓＰ． を肌（1.5〔、） 干潟TidEInnd

ハシボソガラスＣｍｍ"f，バカガイＭ“fmrﾊﾙ1f"sis，カキ干潟Tidclnnd

オオセグロカモメＬ“hisjj5uwwⅣｓ

ハシポソガラスＣｍｍｎｅ アサリ?，フジツポ

ハシポソガラスＣｍｍ脈二枚貝（カラスの噴火）

オサハシブトガラスＣ・剛,0麺ｊヤドカリ

1･北海jiiHokkaido別海町尼岱沼

4-51996-2000柴H1(2000）

岩本(1985）

唐沢(1988）

道路Ｒｏａｄ

干場ＳＩＯ､“

通路Ｒｏａｄ

表2.アンケートと文献から得られた，貝落とし行動が観察された地点．地点悉号は図2の数字に対応する．

Table２.Thesitewhichshell-droppingbehaviorwasobservedfromquestionnairesandliteratures・Thecodenumberにorrespondswiththoseinfigure2．

通路Ｒｏａｄ

通路Ｒ“ｄ

通路,砂利Road，
Stoneｓ

干潟TideIand

1987-1991

１９９５

２００１

2001

1993-2001

氷１， １０

トタン脳根Ｒｏｏｆ３－４

岸騒Wharf８

岸醗Wharf８

道路ＲｏａｄｌＯ１５

道路,岸壁Road,Ｗｈａｒｆ３－８

道路草地,砂Road，３－５
CrasS,ｓａｎｄ

５.北海道Hokkaido

６.北海道Hokkaido

７.北海道Hokkaido

８.北海道Hokkaido

９.北海道Hokkaido

lO､北海道Hokkaido

ll・青森県Ａｏｍｏｒｉ

苫小牧市ウトナイ湖

室曲市絵柄漁獲

郡部町寿郁激港,朱太川河口

奥尻町奥尻港

南茅郎町木血

恵山町サンタロナカセ海岸

大畑町大畑川河口

血
卿
皿

２
２
２

≧２１９９６向山(1998）

4-8

4-81984-2001

81984-2001

101996-2000

4-5

８１９９４

岸鞭Whar（

通路,土Road,Soil

道路,砂浜Road,Ｓａｎｄ

道路,砂浜Road,Ｓａｎｄ

1Ｚ青森県Ａｏｍｏｒｉ八戸市市川町

13.青森県Ａｏｍｏｎ八戸市川原木-尻内

14．青森県ＡＯｍｏｎ八戸市賜淵川河口

15.青森県Ａｏｍｏｎ八戸市鮫町蕪島周辺

16.秋田県Akita 秋川市新風１m空港跡地

17･宮城県Miyagi志加川町水戸辺浜

18.新潟県Nigaい 上越市関川中流域

19.束京都Tokyo 大田区多摩川大師橋上流

20.神奈川県Kanagawa損浜市の埋立地

21.愛知県Aichi職禍市神野新旧町

22.和歌山県Wakayama那賀郡打Ｈ１町中三谷

23.広島県Hiroshima安芸邸坂町

24.香川県Ｋａｇａｗａ 高瀬町国市池

25.福岡県Fukuoka 北九州市小倉南Ⅸ曾根干潟

26.福岡県Fukuokn 柵岡市博多漉和白子渦

27.熊本県ＫｕｍａｍｏｌＯ熊本市海淵ｎ町緑川河11

28.鹿児島県KagOShima出水市野ⅡI川

29.沖縄県Okinawa竹浦町川島

通路RofBd

道路Ｒ“ｄ

道蹄Ｒｏａｄ

3-4１９９１福柵(1993）

岩本(1985）

5-6

８

１０

道路Ｒ“。 ６

干鯛TidGlandO.＆１０

ﾊ噸,砂Whfu『f,ｓａｎｄ0.5-2

砂ｓａｎｄ ２４

１９９３

２００１

】997,2001人Ⅲ(1999）

２０００

２０００

つ
い
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図２．

Fig.２．
ature．
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アンケート調査と文献による貝落とし行動の分布図．数字は，表２の地点番号に対応する．

Thedistributionmapoftheshell-droppingbehaviorfromquestionnairesalldliter・

ThenumbercorrespondstothenumbeｒｏｆｓｉｔｅｏｎＴａｂｌｅ２．

リれゆｅｓ〃0"”，カキ類，カラスガイＣ病”わ'ﾉ””，コタマガイＣＯｼ”版"α

’"CAZ"αggis，セト貝（イガイ類)，バカガイノMzc”ｃ〃加e"s歯,，ホタテガイＲz""Qpec/e〃

yessOc"sお，ホッキガイＳﾘｳ趣”sac血z"'2e"sjS，ムラサキイガイノM【y"ﾉﾉSed"/ｉｓであった(表

１，２）．それ以外にアヤボラやサザエ”γ６０CO”z""心などの巻貝を殻に持つヤドカリ類や

クリガニ類，ウニ類，フジツボ類などの観察例があった．

貝落とし行動の対象となる食物源としては，漁業などの人間活動に依存した地点が22地点，

岩礁地帯や干潟，水田，川原といった貝類の生息場所および岸壁などに打ち上げられたとい

った非人為的環境から食物を得ている地点が１８地点であった(表１，２）．漁業依存の食物源

には，白糠，広尾で水揚げと運搬の過程で漁獲物であるエゾバイがカラスによって採食され

た場合と，刺網や海老網，その他の漁において混獲され放棄された貝や，干潟におけるアサ

リ漁やホッキガイ漁などで放棄された貝を採食する場合があった．放棄される場所は，干潟
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や小型船舶を停泊させておく斜路など，満潮時には海中に沈む場所であることが多く，その

ため，混獲物の放棄の現状については，自分で調べることが肘雌であった．また，聞き込み

からでは，はっきりとした回答を得ることが難しく情報として盛り込むことができなかった．

表１および表２における，干潟における貝落とし行動の食物源の分類は，潮干狩りなどの漁

業活動によって食物が掘り出され，烏がそれを得ていたていた場合は「漁業」とし，打ち上

げられるなど非人為的な原因によって利用が可能になった食物を烏が採食していた場合は｢干

潟」とした．

投下された地面の硬さについて見ると，舗装された道路や岸壁など硬い場所に落としてい

る地点が40地点と多かったが，砂浜や草地といった軟らかい場所に落としている地点も９地

点観察された（表１，２）．

投下高度はおよそ３～１０ｍに収まる地点が多かったが，２ｍ以下や１５ｍといった観察も含ま

れた(表１，２）．二枚貝を干潟に落としている地点も観察されたが，オーストラリアのカモ

メのように20ｍを超す商さから落としているところは観察されなかった．

貝落とし行動が漁港で見られた場合，そこで作業している漁業者は常にその行動を観察す

る機会があったと考えられた．そこで，いつ頃から貝落とし行動を目にするようになったか

について尋ねたところ，北海道では10年以上前からとする回答が多かったが，千葉県では３

年前後と，最近見るようになったとする回答があった（表ｌ）．

考察

聞き込み調査の結果，北海道の太平洋岸では連続して貝落とし行動が観察され，この地域

では投下法による採食方法が安定的に維持されていると考えられた．一方，本州の太平洋岸

の地域では観察されない地点が多かった．しかし，貝落とし行動が観察されなかった地点に

おいても，岩手県と宮城県に関してはクルミ落とし行刺jが観察されていたので，烏がアプロ

ーチできる状態に食物が放置されているのかどうかが貝落とし行動の分布に影響している可

能性が高い．しかし，今回の調査では，貝類の管理もしくは放棄の現状について十分な情報

を得ることが出来なかった．聞き込み調査の結果とアンケートと文献を集計したところ，北

海道から沖縄県に至るまで17都道県で貝落とし行動が観察されており，この行動が広く日本

に分布していることが示された．青森県の八戸市を１地点としてまとめると，北海道では迎

続的に広く貝落とし行動が分布している一方で，ほかの16都県ではいずれも３地点以下であ

り，地域によって行動の頻度に違いがあることが示唆された．

識別された鳥類の櫛成を見ると，カラス科とカモメ科の２科のみが観察された．その111で

もカラス科の烏が観察された地点が多かった．また，識別されたカラス科のうち，大半がハ

シボソガラスであった．一方で同じ留鳥で日本に広く分布するハシブトガラスの貝落とし行

動の観察は少なかった．この違いは，比較的開けた環境に生息し，比較的小さな食物を採食

するハシボソガラスと，森林でパッチ状に集中分布する食物を採食するハシブトガラスの食
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物の認識や採食様式に依存している可能性が考えられる．しかし，このような種間の行動の

違いを明らかにするためには，野外での詳細な観察や飼育個体をもちいた比較研究が必要だ

ろう．また，同種の烏について見ても，オオセグロカモメが春国岱では貝落とし行動をする

にも関わらず，比較的距離の近い厚岸では，その行動を全くしないということも興味深い．

貝落とし行動の発現や食物の認識，伝播のメカニズムなどが単純ではないことが示唆された．

干潟や岩礁地帯などの自然環境下で鳥が貝を得ていたので，日本におけるカラス類やカモ

メ類の空から地面に落として割って食べるという採食方法は，これらの烏が人間活動と関わ

る以前から持っていたと考えられる．しかし，漁港での観察例が多いことから，烏が人間と

関わることによって，貝落とし行動の分布が広がったことが示唆された．干潟においても貝

落とし行動が観察されたが，カナダのヒメコバシガラスのように，自力で干潟から貝を掘り

出す（Richardson＆Verbeekl986）事例は，今回の調査では観察されなかった．

今回の調査から，多くの種類の貝が各地で採食されていることがわかった．それらの中に

は割れやすさの異なる貝が含まれていると考えられる．特に，二枚貝と巻貝では大きな違い

があり，巻貝は割らなければならないが，二枚貝は口が少し開けばI'汁を差し込んで開くこと

ができる（Richardson＆Verbeekl986）ので，飛溺コストは小さくて済む．また，投下場

所についても，カラスやカモメは道路や岸壁などの硬い地面以外にも，干潟や水田などにも

貝を投下していることが観察された．これらの結果から予想されるように，投下高度にも地

域ごとに差が見られた．しかし，今回の調査は聞き込みとアンケートによるものであり，観

察者による見積もりのばらつきが大きく影響するので，投下高度と他の要因との間の関係を

議論することはできない．投下高度の地域差の問題を明らかにするためには，同じ基準をも

ちいた観察を各地で行なう必要がある．同時に，貝の種類と地面の硬さを組み合わせて投下

実験を行ない，貝の割れやすさや，それぞれの地域の条件での最適な投下高度を明らかにす

ることも必要だと考えられる．

北海道のように，１０年以上前から貝落とし行動が観察されていて，この行動が定着してい

ると考えられる地域がある一方で，千葉県のように，最近になって行動が発現したと考えら

れる地域もあった．貝落とし行動は，現在も分布を拡大しているのかもしれない．
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より感謝する．

要約

鳥類の貝落とし行動の分布状況を調べるため，I附き込み調盃とアンケート調査を行なった．|ﾙlき込

み調査は北海道から千葉県にかけての太平洋沿岸で行なった.アンケートはメーリングリストと雑誌

に褐戦した．今回の調査によって，貝落とし行動はＨ本に広く分布していることがわかった．しか

し，分布や観察頻度には偏りがあった．観察された鳥類は７種におよんだが，ハシボソガラスの観

察例がその大半を占めていた．貝の種類は15種類観察された．また，烏は漁港だけでなく自然環境か

らも食物を得ており，道路など硬い地面以外にも干潟などの軟らかい地面にも貝を落としていた．投

下高度には，0.25ｍから15ｍまで広いばらつきがあった．北海道では，長期間にわたって貝落とし行

動が観察されていた．
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Distributionofshell-droppingbehaviorbycrowsandgullsinJapan

KentaroTakagi＆KeisukeUeda

LaboratoryofA11imalEcology,RikkyoUniversity,3-34-1Nishi-Ikebukuro,Tokyo171-8501,Japall

Thedistributionofshell-droppingbehaviorbycrowsandguIlsinJapanwasinvestigatedby

interviewsandquestionnaireaTheinterviewswereconductedfromHokkaidotoChibaalong

thePacificOceancoast・Thequestionnairewasdistributedtorelevantemailmailing-listsand

birdmagazines・Ourresearchrevealedthattheshell-droppingbehaviol･iswidespreadinJapan・

SevenspeciesofbirdsinCorvidaeandLaridaeforageshellfishbydroppingshellsofwhichthe

CarrionCrowCb”rfsco7り"ewasobservedmostfrequently、Fifteenspeciesofshellfishinclud‐

ingbivalves,snailsandconchshellswerepl･eyedon、Thebirdsfol･agedonshellfishesbothin

artificialandnaturalenvironments,droppingthemonbothhardandsoftsurfacesTheheight

fromwhichbirdsdroppedshellsvariedbetween0.25ｍａｎｄｌ５ｍ・Theshell-dl･oppingbehavioI・

hasbeenobservedregularlyoveraloｎｇｐｅｒｉｏｄｉｎＨokkaido．
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